
 

 平成１９年度 決算報告 
 

 地方自治法第２３３条第６項の規定により、平成１９年度決算
の概要を住民のみなさまに公表します。 

               安堵町長  島田 悠紀夫 
 
 一般会計は、歳入決算総額２８億３,３０２万円、歳出決算総額２７億１,
３２６万円で、前年度に比べ歳入で７．９％減、歳出で８．７％減となり
ました。主な減額要因としては、歳出において物件費は増加したものの、
普通建設事業費が大幅に減少しました。歳入においては町債や繰入金が減
少しました。また、歳入歳出それぞれの内訳は左のグラフのようになって
います。歳入については科目別に表わし、歳出については性質別に表わし
ています。 
 各特別会計の歳入決算総額及び歳出決算総額はそれぞれ下の表のとおり
となりました。また、決算額の前年度対比は、国民健康保険特別会計が歳
入で６．１％増、歳出で６．６％増、老人保健特別会計が歳入で４．５％
減、歳出で０．８％減、住宅新築資金等貸付事業特別会計が歳入で２４．
３％減、歳出で２．１％増、下水道事業特別会計が歳入歳出ともに５３．
９％増、介護保険特別会計が歳入で１１．２％増、歳出で１２．４％増と
なりました。 
 

会計別決算状況 
会計名 歳入決算総額 歳出決算総額 差引額 備考 

一般会計 ２８億３,３０２万円 ２７億１,３２６万円 １億１,９７６万円 翌年度へ繰越 

国民健康保険 ８億 ８６４万円 ７億７,２６７万円 ３,５９７万円 翌年度へ繰越 

老人保健 ７億１,７５３万円 ７億３,４４５万円 △１,６９２万円 繰上充用金で補填

住宅新築資金
等貸付事業 

２６７万円 １,７２９万円 △１,４６２万円 繰上充用金で補填

下水道事業 ５億８,４００万円 ５億８,４００万円 0万円  

介護保険 ４億５,８３１万円 ４億５,２２０万円 ６１１万円 翌年度へ繰越 

合  計 ５４億 ４１７万円 ５２億７,３８７万円 １億３,０３０万円  

       一般会計歳入 ２８億３，３０２万円の内訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  用語の説明  
  ・地地方交付税…所得税などの国税の中から町の財政状況に応じて国から交付されたお金 
  ・町町税…みなさんが町に納められた税金 
  ・繰繰越金…前年度の決算から繰り越したお金 

・町町債…多くの経費がかかる公共事業などの財源として国などから借り入れたお金 
・国国(県)支出金…公共事業など特定の目的に使用するために国や県から交付されたお金 

  ・繰繰入金…財政需要に対応するために財政調整基金等を取り崩して、繰り入れたお金 
 

       一般会計歳出 ２７億１，３２６万円の内訳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  用語の説明 
  ・公公債費…事業を行うために借り入れた町債の返済に使ったお金 

・普通建設事業費…道路や公園その他の公共施設の建設などに使ったお金 
・人件費…職員に支給される給与のほか、共済費（民間の社会保険料に相当するもの）や 

退職手当組合負担金等の経費 
  ・物物件費…物品購入や業務委託などの経費 

・繰繰出金…特別会計の人件費や事務費など一般会計で負担すべき経費を特別会計に支払ったお金 
・補補助費等…主に三室園や西和消防署などの運営経費を負担したお金 

  ・扶扶助費…法律に基づいて社会福祉関係の救助対象者を救助するためのお金 

普通建設事業費
４，９６６万円

繰出金
２億８，３１５万円

補助費等
２億１，６８６万円

扶助費
１億６，８４７万円

その他
２，５０８万円

物件費
５億８，１８２万円

公債費
６億２，０１１万円

人件費
７億６，８１１万円

町税
８億５１万円

地方交付税
１２億２，４２５万円

町債
１億４，８００万円

その他
２億７，５１６万円

繰入金
８，０００万円

県支出金
１億２，８８８万円

国庫支出金
７，３５５万円

繰越金
１億２６７万円


